























術（わざ）」（プレット 2000 : 17）と呼んだレトリックは、「弁論に関する方法」
（同上 : 16）であり、「納得させ、確信させる技術」（同上 : 17）である。2) 本稿
                                                                 
1) 「印刷ビラ」と「小冊子」の基本的な違いは、1 枚からなるか複数枚からなるかであ
る。詳しくは、2.2.を参照。 






























                                                                 
3) 森田（1993 : 23）を参照。 
4) フェーブル、マルタン（1985 : 上巻 51-56）を参照。 












フランクフルト・アム・マインでは未使用の白紙の値段が、1376 年から 1483 年
までに 15%下落し、1438 年から 1470 年までに 30%、1470 年から 1513 年までに
は実に 40%も低下したと推定されている。とはいえ、この地で使用されていた紙
は、まだイタリア産がほとんどであり、この事情は北ドイツやスカンジナヴィア









形に綴じられたりしていない」（須澤、井出 2009 : 159）形状の印刷ビラと小冊子
に、宗教改革の思想や意図を表し、大量に流布させることで民衆に宗教改革の意
義を示そうとした。小冊子の類いは、1518 年から 1523 年の間に 3000 点を越えた
という。7) 
印刷ビラは基本的に一枚刷りだが、図像が主体となっているため、ある程度の
                                                                 
6) 永田（2004 : 35）を参照。 



























しくは行動をやめるように要求した。（Schwitalla 1983 : 14） 
 
                                                                 
8) 例えば、田辺、佐藤（1995）に収められている印刷ビラ 75 点は、「カタログ解説」（田
辺、佐藤 1995 : 116-141）の記載によれば、おおよそ縦 30 センチから 40 センチ、横 20
センチから 30 センチ程のものである。 











年には、ドイツ語によるものが約 80 点で全体の 5％未満で、残りの 95％強はラ
テン語で印刷、1518 年においても、ドイツ語によるものは約 150 点で全体の 10％











な声の文化 primary oral culture（つまり、まったく書くことを知らない文化）」（オ





                                                                 
10) ポーレンツ（1974 : 103）を参照。 
11) Scribner （1981 : 2）を参照。 
12) 同上、同ページを参照。 











である。（エンゲルジング 1985 : 49） 
 
つまり 15 世紀から確立されていた読書の形態が、16 世紀になってからも使用
され、印刷ビラと小冊子に対しても取り入れられたのである。 
確かにオングが言うように、「声の文化」は「人間どうしのやりとりにずっと
大きく依存している」（オング 1991 : 145）。なぜなら、当時の人と人とのコミュ
ニケーションは、言語を介しており、また、その言語のコミュニケーションは、













                                                                 











場合、「本文の内容を端的に示す［…］表紙や挿し絵」（田辺、佐藤 1995 : 100）
であった。これはつまり、文字が読めずとも、単に木版画を見ることによって、
民衆がビラの内容を把握していた、ということになる。また、印刷ビラにおいて












a. タイトル : Johann Hus / ヨハン・フス 
b. 作  者 : 不 詳 
c. 年  代 : 1546 年頃17) 
d. 翻  訳 : 田辺幹之助による翻訳を元に、筆者が検討を加えて再度翻訳し
直した。 
                                                                 
15) Scribner (1981 : 68）を参照。 
16) 同上、同ページを参照。 

































































Als man thet schreiben Tause[nd Jar] 
Vierhundert funfftzehn furwar 
Nach der geburt des Herrn Chr[isti] 
Wart zu Costnitz auffm Concili 
Verbrennet / der viel heilig man   
Johan Hus das er nicht nam an 
Die abgottisch kirch zu Rom 
Welche vom Teuffel vrsprung no[m] 
Er sprach ich gleub allzeit allein 
Ein Christlich kirch in gemein  
Welche allein in Christum gleubt 
Jn welcher Christus ist das heu[bt] 
Vnd nicht der Babst der Antechri[st] 
Darumb er wart zur selben frist 
Vons Sathans Sinagog verbr[ant]  
War versammelt aus allem landt 
Dieser Johannes Hus gantz fre[y]  
Sagt an seim end ein Prophecey 
Sprach itzt ein Gans ihr braten 
Vber hundert jar das halt in hut[不明] 
So wert kommen ein weisser sch[wan] 
Den wert ihr vngebraten lan 
Wert lieblich singen inn die welt 
Martinus Lutherus wart geme[lt] 
Welchen im Geist der heilig man  
Gesehen hat gantz lobesan 
Das der solt kommen in dem Ge[ist] 
ヨハン・フス 
主キリストの誕生後 










































Elie welchs er hat beweist 
Reichlich vber die dreissig jar 
Gottes wort gepredigt lauter kla[r]  
Vns allen zu heil vnd fromen 
Biss ihn Gott hat hingenomen 
Jn stiller rhw ins Himels stath 
Wie Johan Hus weissaget hat 
Drumb seind diese Propheten b[ereit]  
Heilig zu halten alle zeit  
Obs schon dem bapst vnd seiner (1 語欠) 
Vordreust /so bleibes doch ewig (1 語欠) 
 
Zu Magdeburgk bey Jörg S(欠) 

































                                                                 































                                                                 
19) Scribner （1981 : 17）を参照。 





























                                                                 
21) 1 行目に記した Jar は、オリジナルからは（紙の切断のため）読み取ることができない
が、同時代の文献である Gölitzsch (1563 : 1) に Als man thet beschreiben Tausent Jar / fünff 
hundert Dryvndsechßig zwar と記されていることから、この言い回しを類推し、Jar を補っ





言内容によれば、鵞鳥は焼かれても 100 年後に蘇る。この 100 年という具体的な





















金術を称えた数少ない高位の教会人のひとりである。（エリアーデ 2002 : 471） 
                                                                 
22) クレベール（1989 : 116）を参照。 
23) ミルワード（1992 : 322）を参照。 
24) 錬金術については、村上（1990 : 127-128）を参照。 


















a. タイトル : ルターの敵対者 
b. 作  者 : 不詳 
c. 年  代 : 1521 年頃 






















Doctor Murnar. Argentinen.    ムルナー博士（Argentinen は不明） 
Doctor bock Emser Lips(e)n:    山羊博士ライプツィッヒのエムザー 
Leo papa .r. Antichrist:         教皇レオ、反キリスト 
Doctor Eckius. Ingelstatensis:  インゴールシュタットのエック博士 
Doctor Lemp. Tubingensis:     テュービンゲンのレンプ博士 
 
図中央、左から 
Lieber Eck nymm also von mir zu gut 
Ich waiß noch ein gutten Cardinals hut 
Magstu den Luther Concludieren 








Herr Löw all bübrey vnd faule sachen 
Kan(n) ich durchs gelt widerumb gerecht mache(n) 
Mit meiner Sophistrey vnd grossem geschray 







Der Bapst wolt auch ein mauser ban 
Des nam sich Doctor Murnar an. 
M(読み取り不可能) auß hin vnd her vnd widerumb 






Ach junckfraw Bock wie stinckst so hart 
Nach keu(n)schart in deim langen part. 
Ich glaub daß dein Theologey 








Der irdisch Got vnd Antichrist 
Hat vil gepraucht bißher der list. 
Mit gewalt und geytz falsch Curtisey 






Recht wie ein Saw lebt Doctor Eck 
Wan er hat wein vnd eselweck. 
Sein Lo(g が抜けたと考えられる)ick thut probieren mer 






Herr Doctor Lemp Euangelist 
Mit neyd vnd zorn ein boser Christ. 
Er wuet vnd pilt recht wie ein hundt. 








5.2 分 析 
図像（巻末資料 2）において、言語テクストは上下段にわかれて書かれており、
この印刷ビラのおおよそ 7 分の 4 ほどの割合を、図像が占めている。一番上に書
かれているのは、それぞれ描かれている 5 人の人物の名前だ。そしてその 5 人と
いうのがルターの敵対者達だ。しかし頭の様子が少しおかしい。図像左から、頭
が猫のトーマス・ムルナー（Thomas Murnar）、山羊のヒエロニムス・エムザー




は猫の鳴き声であり、26) また nar は Narr という「愚か者」を意味し、「阿呆猫」
と同じ発音になると皮肉られた。27) ムルナーは、フランシスコ会の修道士であっ













                                                                 
26) Scribner（1981 : 74）を参照。 
27) ムルナーの名のもじりについては、森田（1993 : 230）を参照。 
28) Scribner （1981 : 15）を参照。 
29) Nitta （2008 : 174）を参照。 
30) Scribner （1981 : 74）を参照。 
31) 同上、同ページと（森田（1993 : 155）を参照。 













1520 年に教勅によってルターに破門警言し、翌 1521 年にはルターを破門した張
本人である。37) 
エックについては諸説あるようだ。彼の名 Eck を様々にもじり、例えば Keck
として「向こう見ずな」、Dr. Eck としてそこから Dreck が導き出され、「汚物、ふ
ん、泥」を連想させた。もしくは Geck として「うぬぼれ屋、気どり屋」などと








                                                                 
33) クレベール（1989 : 79）を参照。 
34) シュトゥッペリヒ（1984 : 356）を参照。 
35) 『キリスト教人名辞典』（1986 : 285）を参照。 
36) Scribner (1981 : 75）と森田（1993 : 196）を参照。 
37) 『キリスト教人名辞典』(1986 : 1850）を参照。 
38) エックの名のもじりについては、森田(1993 : 158）を参照。 
39) Scribner (1981 : 75）を参照。 
40) クレベール(1989 : 130）を参照。 
41) ミルワード(1992 : 322）を参照。 




い。彼に対する名前もじりの揶揄はある。それは Lemp を Lumpen とし、「ぼろ、























あった47) ことから Ingelstatensis と修飾されたと考えることができる。またレンプ
                                                                 
43) レンプの名のもじりについては、森田(1993 : 164）を参照。 
44) Scribner  (1981 : 75）を参照。 
45) クレベール(1989 : 23）を参照。 
46) 藤代（2006 : 138）を参照。 
47) 藤代（2006 : 138）とシュトゥッペリヒ（1984 : 355-6）を参照。 
宗教改革期の印刷ビラにみる説得的効果 
21 




オ 10 世からエックに対するテクストであり、それは 1 行目に使われている Lieber 
Eck「愛するエックよ」という呼びかけ表現の中にうかがえる。2 行目には枢機卿
の帽子がメトノミー（Metonymie）として使用されており、その帽子はここでは













今度は Herr Löw「レオ様」という呼びかけがあることから、エックからレオ 10
世に対するテクストであることがわかる。1 行目に all「全ての」を使って次に続






                                                                 
48) 森田（1993 : 162）を参照。 













と 2 行目に対する皮肉への強調と考えられる。山羊は「淫蕩な性質」（クレベール 




次のテクストはレオ 10 世に対するものだ。ここでも 1 行目に Antichrist「反キ
リスト」とレオ 10 世を名付け、聞き手にもう一度レオ 10 世のキリストとは真逆
の位置づけを確認させている。これにより、Der irdisch Got「地上の神」は本来
Got という単語が持つキリスト教における最高権威の地位を奪われているだけで
なく、レオ 10 世が Antichrist の中の Got という、最も軽蔑すべき存在であること
を示している。1 行目のテクストで聞き手に対するレオ 10 世への信頼を根絶しよ
うとしている。また 3 行目には gewalt vnd geytz falsch Curtisey「暴力、吝嗇、誤っ
た佞臣」というように列挙されている。これまでレオ 10 世がいかに多くの、そし
て誤った行為を「反キリスト」として行ってきたかということを、列挙すること
で強調している。4 行目の最初には、エムザーのテクスト 1 行目で使用されたよ
うに、Ach「ああ」という感嘆法が皮肉的に用いられている。さらに Christ von himel
「天におられるキリスト」は 1 行目の Der irdisch Got vnt Antichrist「地上の神・反
キリスト」と対比的に置かれており、聞き手に、天にいるキリストこそが真のキ
リストであることを強調する効果を持っている。 
                                                                 
50) プレット（2000 : 147）を参照。 
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るが、それを修飾しているのが boser「悪しき」であり、さらに Mit neyd vnd zorn
「妬みと怒り狂う」で修飾している。ここでレオ 10 世のように、Antichrist と記
さないのは、「キリスト者」を装った悪も存在する、ということを表すためではな

















でより聞きやすさを与えた。なぜなら「反復は生のリズムそのもの」（瀬戸 2002 : 
105）であり、「脈拍、呼吸、一歩一歩、活動と休息」（同上、同ページ）だからだ。






























                                                                 
51) オング（1991 : 149-150）を参照。 
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Gegenwärtig gibt es viele verschiedene Informationsmedien. Wir können gleich 
ein Ereignis, welches in einem fernen Land passiert ist, erfahren und können sogar, z.B. 
durch eine Rundfunkübertragung, ein lebendiges Gefühl davon bekommen. Die beson-
dere Form des Massenmediums, einer Menschenmenge Informationen mitzuteilen, geht 
schon bis auf die Reformationszeit zurück. In der vorliegenden Arbeit untersuche ich das 
damals neue Papiermedium und analysiere Flugblätter in Hinsicht auf visuelle Informa-
tionen und in Hinsicht auf ihre Sprachformen als effektvolle Mittel der Überredung. 
Ohne die Erfindung der Drucktechnik wäre wohl überhaupt keine Reformation 
passiert. Nach der Erfindung des Typendruckes durch Johannes Gutenberg um 1440 
nahm die Produktion von Druckerzeugnissen sprunghaft zu, und auch die zunehmende 
Papierproduktion war davon beeinflusst. Wegen dieser beiden Hauptursachen konnte das 
einfache Volk damals Druckerzeugnisse einfacher und billiger erhalten. Das beachteten 
die Reformatoren, denn sie versuchten bald mittels Flugblätter zu reformieren. Sie ver-
breiteten ihre Ideen nicht nur durch den Text, sondern auch durch Holzschnitte oder 
Kupferdrucke – und zwar vor allem als Flugblätter, die sowohl Bild- wie Textelemente 
umfassen. 
In dieser Arbeit analysiere ich auch den damaligen Prozentsatz der des Lesens 
und Schreibens Kundigen. Da dieser recht gering war, muss in Hinsicht auf die damalige 
Kultur von einer ‚Stimmenkultur‘ gesprochen werden, die ich in Verbindung mit den 
Flugblätter setze. Damals gab es nur wenige Schriftkundige: zum Beispiel betrug der 
Prozentsatz der Schriftkundigen sogar in einer Stadt nur ca. 10 bis 30 Prozent. Kurzum: 
Für den weitaus größten Teil des Volkes wurde das Leben von der Stimmenkultur be-
stimmt. Ich vermute, dass dieser historische Hintergrund bei der Struktur der Flugblätter 
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eine wichtige Rolle spielt, denn in vielen Flugblättern gibt es Hinweise auf das ‚Vorlesen‘. 
Zum Beispiel haben die Reformatoren auf den Flugblättern häufig Holzschnitte gedruckt, 
um damit den Analphabeten die Möglichkeit zu geben, den Inhalt der Flugblätter zu ver-
stehen. Außerdem haben sie oft die Texte in Reime gebracht, weil das sehr nützlich beim 
Vorlesen war und sich die Zuhörer die Reime leicht merken konnten. 
Ich habe weiter zu analysieren versucht, welche rhetorischen Mittel sowohl in 
den Zeichnungen bzw. Bildern und den Texten der Flugblätter benutzt werden. Zuerst 
bemerkte ich, dass die meisten Zeichnungen fast alle das darstellen, was im Textinhalt 
auch erwähnt wird. Das ist verständlich, denn die Zeichnung ist für Analphabeten die 
beste Information. Und wenn man sich die Texte ansieht, dann fällt die Verwendung des 
Reims ins Auge. In vielen Flugblatttexten werden Reime verwendet, die eine Funktion 
beim Vorlesen haben und damit Teil der ‚Stimmenkultur‘ sind. Weiter ist auffällig, dass in 
den Texten, viel mehr als ich erwartet hatte, rhetorische Mittel zu finden sind: Zum Bei-
spiel gibt es Parallelismen, Antithesen, Hyperbeln usw. Häufig wird auch der Name von 
Christus erwähnt oder treten Bibel-Zitate auf. Damit wollte man sich wohl auf die göttli-
che Autorität berufen. Aber es gibt nicht nur ernste Flugschriften, sondern andere, die 
satirische Zeichnungen und spöttische Texte enthalten, die also zur Freude und Belusti-
gung der Zuhörer und Leser dienten. 
Als Teil der oben erwähnten ‚Stimmenkultur‘ waren Flugschriften der Reforma-
tionszeit sehr populär. Diese Popularität machen die Flugblätter meiner Meinung nach zu 
einem tatsächlichen Massenmedium. Die Methode der Informationsübermittlung war 
aber, im Unterschied zu heute, dass sich die Menschen einander die Flugblätter vorlasen. 
Wenn die Reformatoren im Volk ihre Meinungen zu verbreiten versuchten, war es am 
wichtigsten, Texte und Bilder der Flugblätter auf rhetorisch wirksame Weise besonders 
effektvoll zu gestalten. 
 
 
 
